
 

 

 
研究要旨
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喘息の治療法の確立を目的とする。平成

のものの軽快、治癒を目指した治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤）を作成し、その

治療法を実践して評価した。その結果、制御性

は,Th2
すなわち１１例中７例で増加した。一方、

値は全

遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

IL-13（
使用後３か月、６か月の状況を検討するプロトコールを作成して、すすめている。

 
Ａ．研究目的

 乳幼児喘息の病因病態

早期診断のための質問票の作成、および乳幼

児喘息の治療法の確立を目的とする。

 
Ｂ．研究方法

平成 25
乳幼児喘息そのものの軽快、治癒を目指した

治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤、

図 1）を作成し、その治療法を実践して評価

した。 
（倫理面への配慮）

本研究は倫理審査委員会において承認を得て、

患者あるいは保護者の同意を得、十分に個人

（免疫アレルギー疾患等予防･治療研究事業免疫アレルギー研究分野）

研究分担者

研究協力者

研究要旨 

乳幼児喘息の病因病態の解明、乳幼児喘息早期診断のための質問票の作成、および乳幼児

喘息の治療法の確立を目的とする。平成

のものの軽快、治癒を目指した治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤）を作成し、その

治療法を実践して評価した。その結果、制御性

,Th2 サイトカイン阻害薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加する傾向がみられた。

すなわち１１例中７例で増加した。一方、

値は全例で減少し、増加する症例はなかった。さらに、遺伝子型でみると

遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

（R110Q）遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

使用後３か月、６か月の状況を検討するプロトコールを作成して、すすめている。

Ａ．研究目的 

乳幼児喘息の病因病態

早期診断のための質問票の作成、および乳幼

児喘息の治療法の確立を目的とする。

Ｂ．研究方法 

25 年度は上記目的のうち、主として、

乳幼児喘息そのものの軽快、治癒を目指した

治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤、

）を作成し、その治療法を実践して評価

 
（倫理面への配慮）

本研究は倫理審査委員会において承認を得て、

患者あるいは保護者の同意を得、十分に個人

厚生労働科学研究費補助金
（免疫アレルギー疾患等予防･治療研究事業免疫アレルギー研究分野）

乳幼児喘息の病態解明と治療法の確立に関する研究

究分担者 近藤直実

研究協力者 松井永子

加藤善一郎

寺本貴英

大西秀典

川本典生

金子英雄

後藤加寿美

篠田紳司

鹿野博明

福富 悌

乳幼児喘息の病因病態の解明、乳幼児喘息早期診断のための質問票の作成、および乳幼児

喘息の治療法の確立を目的とする。平成

のものの軽快、治癒を目指した治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤）を作成し、その

治療法を実践して評価した。その結果、制御性

サイトカイン阻害薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加する傾向がみられた。

すなわち１１例中７例で増加した。一方、

例で減少し、増加する症例はなかった。さらに、遺伝子型でみると

遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

）遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

使用後３か月、６か月の状況を検討するプロトコールを作成して、すすめている。

乳幼児喘息の病因病態の解明、乳幼児喘息

早期診断のための質問票の作成、および乳幼

児喘息の治療法の確立を目的とする。

年度は上記目的のうち、主として、

乳幼児喘息そのものの軽快、治癒を目指した

治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤、

）を作成し、その治療法を実践して評価

（倫理面への配慮） 
本研究は倫理審査委員会において承認を得て、

患者あるいは保護者の同意を得、十分に個人

厚生労働科学研究費補助金
（免疫アレルギー疾患等予防･治療研究事業免疫アレルギー研究分野）

分担研究報告書

乳幼児喘息の病態解明と治療法の確立に関する研究

近藤直実  岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学

平成医療短期大学

松井永子  岐阜大学医学部附属病院小児科

加藤善一郎 岐阜大学医学部附属病院小児科

寺本貴英  岐阜大学医学部附属病院小児科

大西秀典  岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学

川本典生  岐阜大学医学部附属病院小児科

金子英雄  国立病院機構長良医療センター臨床研究部

後藤加寿美 揖斐厚生病院

篠田紳司  郡上市民病院

鹿野博明  大垣市民病院

悌  福富医院

乳幼児喘息の病因病態の解明、乳幼児喘息早期診断のための質問票の作成、および乳幼児

喘息の治療法の確立を目的とする。平成 25
のものの軽快、治癒を目指した治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤）を作成し、その

治療法を実践して評価した。その結果、制御性

サイトカイン阻害薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加する傾向がみられた。

すなわち１１例中７例で増加した。一方、

例で減少し、増加する症例はなかった。さらに、遺伝子型でみると

遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

）遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

使用後３か月、６か月の状況を検討するプロトコールを作成して、すすめている。

の解明、乳幼児喘息

早期診断のための質問票の作成、および乳幼

児喘息の治療法の確立を目的とする。 

年度は上記目的のうち、主として、

乳幼児喘息そのものの軽快、治癒を目指した

治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤、

）を作成し、その治療法を実践して評価

本研究は倫理審査委員会において承認を得て、

患者あるいは保護者の同意を得、十分に個人

42 

厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服研究事業
（免疫アレルギー疾患等予防･治療研究事業免疫アレルギー研究分野）

分担研究報告書

乳幼児喘息の病態解明と治療法の確立に関する研究
 

岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学

平成医療短期大学

岐阜大学医学部附属病院小児科

岐阜大学医学部附属病院小児科

岐阜大学医学部附属病院小児科

岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学

岐阜大学医学部附属病院小児科

国立病院機構長良医療センター臨床研究部

揖斐厚生病院 小児科

郡上市民病院 副院長

大垣市民病院 小児科

福富医院 院長 

乳幼児喘息の病因病態の解明、乳幼児喘息早期診断のための質問票の作成、および乳幼児

25 年度は上記目的のうち、主として、乳幼児喘息そ

のものの軽快、治癒を目指した治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤）を作成し、その

治療法を実践して評価した。その結果、制御性 T 細胞の一つの重要な指標である

サイトカイン阻害薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加する傾向がみられた。

すなわち１１例中７例で増加した。一方、IgG4 値は１１例中２でしか増加しなかった。

例で減少し、増加する症例はなかった。さらに、遺伝子型でみると

遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて Treg 比率の増加が大きい傾向が示された。また、

）遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

使用後３か月、６か月の状況を検討するプロトコールを作成して、すすめている。

の解明、乳幼児喘息

早期診断のための質問票の作成、および乳幼

年度は上記目的のうち、主として、

乳幼児喘息そのものの軽快、治癒を目指した

治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤、

）を作成し、その治療法を実践して評価

本研究は倫理審査委員会において承認を得て、

患者あるいは保護者の同意を得、十分に個人

情報保護などに配慮して行った。

図 1

 

難治性疾患等克服研究事業
（免疫アレルギー疾患等予防･治療研究事業免疫アレルギー研究分野）

分担研究報告書 

乳幼児喘息の病態解明と治療法の確立に関する研究

岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学

平成医療短期大学 学長 
岐阜大学医学部附属病院小児科

岐阜大学医学部附属病院小児科

岐阜大学医学部附属病院小児科

岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学

岐阜大学医学部附属病院小児科

国立病院機構長良医療センター臨床研究部

小児科 
副院長 
小児科 
 

乳幼児喘息の病因病態の解明、乳幼児喘息早期診断のための質問票の作成、および乳幼児

年度は上記目的のうち、主として、乳幼児喘息そ

のものの軽快、治癒を目指した治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤）を作成し、その

細胞の一つの重要な指標である

サイトカイン阻害薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加する傾向がみられた。

値は１１例中２でしか増加しなかった。

例で減少し、増加する症例はなかった。さらに、遺伝子型でみると

比率の増加が大きい傾向が示された。また、

）遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて IgG4 の増加傾向がみられた。現在、

使用後３か月、６か月の状況を検討するプロトコールを作成して、すすめている。

情報保護などに配慮して行った。

1 両輪療法－近藤

難治性疾患等克服研究事業
（免疫アレルギー疾患等予防･治療研究事業免疫アレルギー研究分野）

乳幼児喘息の病態解明と治療法の確立に関する研究 

岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学 

岐阜大学医学部附属病院小児科 臨床准教授

岐阜大学医学部附属病院小児科 准教授 
岐阜大学医学部附属病院小児科 非常勤講師

岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学 

岐阜大学医学部附属病院小児科 助教 
国立病院機構長良医療センター臨床研究部

乳幼児喘息の病因病態の解明、乳幼児喘息早期診断のための質問票の作成、および乳幼児

年度は上記目的のうち、主として、乳幼児喘息そ

のものの軽快、治癒を目指した治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤）を作成し、その

細胞の一つの重要な指標である

サイトカイン阻害薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加する傾向がみられた。

値は１１例中２でしか増加しなかった。

例で減少し、増加する症例はなかった。さらに、遺伝子型でみると LTC4S
比率の増加が大きい傾向が示された。また、

の増加傾向がみられた。現在、

使用後３か月、６か月の状況を検討するプロトコールを作成して、すすめている。

情報保護などに配慮して行った。

両輪療法－近藤 

難治性疾患等克服研究事業 
（免疫アレルギー疾患等予防･治療研究事業免疫アレルギー研究分野） 

 

 名誉教授 

臨床准教授 
 

非常勤講師 
 併任講師 

国立病院機構長良医療センター臨床研究部 部長 

乳幼児喘息の病因病態の解明、乳幼児喘息早期診断のための質問票の作成、および乳幼児

年度は上記目的のうち、主として、乳幼児喘息そ

のものの軽快、治癒を目指した治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤）を作成し、その

細胞の一つの重要な指標である Treg の比率

サイトカイン阻害薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加する傾向がみられた。

値は１１例中２でしか増加しなかった。

LTC4S（A-444C
比率の増加が大きい傾向が示された。また、

の増加傾向がみられた。現在、

使用後３か月、６か月の状況を検討するプロトコールを作成して、すすめている。 

情報保護などに配慮して行った。 

 

 

乳幼児喘息の病因病態の解明、乳幼児喘息早期診断のための質問票の作成、および乳幼児

年度は上記目的のうち、主として、乳幼児喘息そ

のものの軽快、治癒を目指した治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤）を作成し、その

の比率

サイトカイン阻害薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加する傾向がみられた。

値は１１例中２でしか増加しなかった。IgE
444C）

比率の増加が大きい傾向が示された。また、

の増加傾向がみられた。現在、

 



 

Ｃ．研究結果

乳幼児喘息の軽快、治癒を目指して、抗炎

症薬(吸入ステロイド等

バランスを是正するとされる

イン阻害薬を使用するプロトコールを作成し

て、検討した（表

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 

 

そのプロトコールは、気管支喘息として

か月以上何らかの長期管理薬を使用している

小児を対象とし、

追加処方し、臨床症状の経過および前後のパ

ラメーターの比較を行った。パラメーターと

しては、

性細胞), Th17, IgG4, IgE

剤反応性確認のため、喘息日誌の記載、有効

性と遺伝子多型（ロイコトリエンＣ

素、インターロイキン

ても検討した。倫理委員会の承認を得て、現

在までに１１例で検討された。その結果（図

Ｃ．研究結果 

乳幼児喘息の軽快、治癒を目指して、抗炎

吸入ステロイド等

バランスを是正するとされる

イン阻害薬を使用するプロトコールを作成し

て、検討した（表 1

 対象および方法

 プロトコール

そのプロトコールは、気管支喘息として

か月以上何らかの長期管理薬を使用している

小児を対象とし、Th2

追加処方し、臨床症状の経過および前後のパ

ラメーターの比較を行った。パラメーターと

しては、Th1/Th2, Treg(CD4, CD25, 

), Th17, IgG4, IgE

剤反応性確認のため、喘息日誌の記載、有効

性と遺伝子多型（ロイコトリエンＣ

素、インターロイキン

ても検討した。倫理委員会の承認を得て、現

在までに１１例で検討された。その結果（図

乳幼児喘息の軽快、治癒を目指して、抗炎

吸入ステロイド等)に加えて

バランスを是正するとされる Th2
イン阻害薬を使用するプロトコールを作成し

1、図 2）。 

対象および方法 

プロトコール 

そのプロトコールは、気管支喘息として

か月以上何らかの長期管理薬を使用している

Th2 サイトカイン阻害薬を

追加処方し、臨床症状の経過および前後のパ

ラメーターの比較を行った。パラメーターと

Th1/Th2, Treg(CD4, CD25, 

), Th17, IgG4, IgE とした。また、薬

剤反応性確認のため、喘息日誌の記載、有効

性と遺伝子多型（ロイコトリエンＣ

素、インターロイキン 13）との関連性につい

ても検討した。倫理委員会の承認を得て、現

在までに１１例で検討された。その結果（図

乳幼児喘息の軽快、治癒を目指して、抗炎

に加えて Th1／Th2
Th2 サイトカ

イン阻害薬を使用するプロトコールを作成し

 

そのプロトコールは、気管支喘息として

か月以上何らかの長期管理薬を使用している

サイトカイン阻害薬を

追加処方し、臨床症状の経過および前後のパ

ラメーターの比較を行った。パラメーターと

Th1/Th2, Treg(CD4, CD25, FoxP

とした。また、薬

剤反応性確認のため、喘息日誌の記載、有効

性と遺伝子多型（ロイコトリエンＣ4 合成酵

）との関連性につい

ても検討した。倫理委員会の承認を得て、現

在までに１１例で検討された。その結果（図

43 

乳幼児喘息の軽快、治癒を目指して、抗炎

Th2
サイトカ

イン阻害薬を使用するプロトコールを作成し

そのプロトコールは、気管支喘息として 1

か月以上何らかの長期管理薬を使用している

サイトカイン阻害薬を

追加処方し、臨床症状の経過および前後のパ

ラメーターの比較を行った。パラメーターと

FoxP 陽

とした。また、薬

剤反応性確認のため、喘息日誌の記載、有効

合成酵

）との関連性につい

ても検討した。倫理委員会の承認を得て、現

在までに１１例で検討された。その結果（図

3、図

である

薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加

する傾向がみられた。

 

図

 

すなわち１１例中７例で増加し

値は１１例中２でしか増加しなかった。

値は全例で減少し、増加する症例はなかった。

さらに、遺伝子型でみると

遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

比率の増加が大きい傾向が示された。また、

IL-

型に比べて

 

図

変化（倍）

 

 

、図 4）、制御性

である Treg の比率は

薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加

する傾向がみられた。

図 3  Tｈ2 サイトカイン阻害薬投与前後の

変化（倍）

すなわち１１例中７例で増加し

値は１１例中２でしか増加しなかった。

値は全例で減少し、増加する症例はなかった。

さらに、遺伝子型でみると

遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

比率の増加が大きい傾向が示された。また、

-13（R110Q）遺伝子が野生型の方が、変異

型に比べて IgG4

図 4 Tｈ2サイトカイン阻害薬投与前後の

変化（倍） 

 

 

）、制御性 T 細胞の一つの重要な指標

の比率は,Th2

薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加

する傾向がみられた。 

サイトカイン阻害薬投与前後の

変化（倍） 

すなわち１１例中７例で増加し

値は１１例中２でしか増加しなかった。

値は全例で減少し、増加する症例はなかった。

さらに、遺伝子型でみると

遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

比率の増加が大きい傾向が示された。また、

）遺伝子が野生型の方が、変異

IgG4 の増加傾向がみられた。

サイトカイン阻害薬投与前後の

細胞の一つの重要な指標

,Th2 サイトカイン阻害

薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加

サイトカイン阻害薬投与前後の

すなわち１１例中７例で増加した。一方、

値は１１例中２でしか増加しなかった。

値は全例で減少し、増加する症例はなかった。

さらに、遺伝子型でみると LTC4S（A-

遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

比率の増加が大きい傾向が示された。また、

）遺伝子が野生型の方が、変異

の増加傾向がみられた。

サイトカイン阻害薬投与前後の

細胞の一つの重要な指標

サイトカイン阻害

薬の使用前に比べて、使用後１か月で、増加

 
サイトカイン阻害薬投与前後の

た。一方、IgG4

値は１１例中２でしか増加しなかった。IgE

値は全例で減少し、増加する症例はなかった。

-444C）

遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて Treg

比率の増加が大きい傾向が示された。また、

）遺伝子が野生型の方が、変異

の増加傾向がみられた。 

サイトカイン阻害薬投与前後の

 

 



44 
 

Ｄ．考察、Ｅ．結論 

平成 25 年度では、乳幼児喘息の軽快、治癒

を目指して、抗炎症薬に加えて Th1／Th2 バ

ランスを是正するとされる Th2 サイトカイ

ン阻害薬を使用するプロトコールを作成して、

検討を開始した。制御性 T 細胞は、アレルゲ

ン免疫療法による生体の免疫系の改善の一つ

の重要な指標とされていることから、Th1／
Th2 バランスを是正するとされる Th2 サイ

トカイン阻害薬によって、制御性 T 細胞の一

つの重要な指標である Treg の比率が増加傾

向をしたことは重要な意味を持つ。今後、乳

幼児喘息そのものの軽快、治癒への方向をさ

らに検討するために、今回の結果を受けて、

この傾向がさらに確実に認められるかどうか

を検討するために、現在、使用後３か月、６

か月の状況を検討するプロトコールを作成し

て、すすめている。なお、ロイコトリエン受

容体拮抗薬の軽快、治癒への効果についても

検討をすすめている。 
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